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研究成果の概要（和文）：放射線の危険度（リスク）はほぼ広島･長崎の被ばく者の調査を元に決められてきた。そし
て国際放射線防護委員会(ICRP)での議論を経て放射線障害防止法で規定され、被ばくの限度を定めてきた。原爆の放射
線は一瞬の被ばくである。セミパラチンスクやウラン鉱山の被曝は長時間被曝である。そのリスクは異なっていると考
えられ本研究を推進した。内容は線量評価と共同研究によるリスク評価である。測定や調査は以下である。1．土壌中
のセシウムやプルトニウム、2．煉瓦による被曝線量、3．歯から被曝線量、4．血液の染色体異常、5．聞き取り調査に
よる心理的影響、6．データベースの整備とリスクなどであり、被爆の実態を解明した。

研究成果の概要（英文）：Radiation risks have been obtained basically from the Hiroshima and Nagasaki studi
es and, through the discussion at International Commission on Radiological Protection (ICRP), used in the 
Japanese law of radiation protection. Exposures by the atomic bomb were very short time. That of the Semip
alatinsk and uranium mines were long time exposure. Therefore we think radiation risks are different and b
egan this project. The studies are radiation dosimetry and risk analysis on the basis of international col
laboration. Measurements. Results obtained are 1. Cs-137 and Pu isotopes in soil samples, 2. radiation dos
es using brick samples, 3. those from tooth enamels 4. chromosome aberration rates of blood, 5. psychologi
cal effects by hearing form residents, 6. data base of measurements, examinations and risks. From these st
udies we leaned what was happened in Semipalatinsk.
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１．研究開始当初の背景 
 平成６年よりセミパラチンスクでの被曝
とその健康影響に関する研究を開始した。そ
の年、本研究代表者は広島大学・原爆放射線
医科学研究所に新しく新設された講座の責
任者に任命された。その講座の研究課題は、
セミパラチンスクでの放射線の被曝とその
影響調査であった。セメイ市(旧セミパラチ
ンスク市)は旧ソ連のセミパラチンスク核実
験場があり、４００回以上の核実験が実行さ
れ、四国くらいの面積の核実験場周辺の広大
な地域に放射能が降り注いだ。数十万人が被
曝したとされ、２０年にわたって研究を続け
てきた。その間、広大な地域の土壌を集め持
ち帰り放射能の汚染を測定し、煉瓦や歯を収
集し、外部被曝線量を測定した。血液の染色
体異常の検査や、甲状腺の検診を行った。歯
の検診も行った。また聞き取り調査による､
心的影響も調査した。これらの結果はデータ
ベースに入力し被曝線量の推定や、リスク計
算に使用した。２０年を経過して全体像が掴
めてきた。アメリカ、ロシア、ヨーロッパの
グループとの共同研究も進めてきた。さらな
るデータ収集による放射線の被曝とその影
響調査が必要となった。 
 
2. 研究の目的 
   放射線の人体への危険度（リスク）はこ
れまではほとんど広島･長崎の被ばく者の疫
学調査を元に決定されてきた。そして国際放
射線防護委員会(ICRP)での議論を経て国内
法である放射線障害防止法で規定され、放射
線を使った作業をする人や一般人の被ばく
の限度を定めてきた。広島･長崎の原爆から
の放射線は一瞬の被ばくである。通常、工場
などでの放射線を使った被ばくは長い時間
をかけた被ばくであって、そのリスクはまだ
分かっていない。そしてそのリスクは格段に
減少するとの考え方もある。そうすれば放射
線障害防止法で定められている被ばくの限
度など変更する必要が出てくる。この低線
量・低線量率被ばくのリスクについてセミパ
ラチンスク核実験場周辺住民の調査および
カザフスタンのウラン鉱山の労働者や住民
の調査で求めることが本研究の目的である。
リスクが変われば放射線作業の被ばくの限
度が変更される。 
 
3. 研究の方法 
調査研究の実施国はカザフスタン共和国で、
放射能の被ばくの可能性のある2カ所の地域
について調査研究を行った。一つは 20 年間
継続して研究を行ってきたセミパラチンス
ク旧ソ連核実験場近郊住民の被ばく線量評
価と健康影響調査である。もう一つはアスタ
ナ市近郊ステプナゴルスク市周辺に存在す
るウラン鉱山やその精錬所が原因で起こる
被ばくの調査である。現地に行き土壌を採取
したり、歯を収集したり、食品や飲料水など、
外部被ばくと内部被ばくについて調査研究

を行った。また健康影響調査についても研究
を進めた。 
研究の中心地はカザフスタン共和国のセメ
イ市およびアスタナ市で、そこを起点として
調査した。 
(1)セメイ市は旧ソ連セミパラチンスク核実
験場から最短で約 110km 離れた場所にあり、
この地域で最大の市で人口は約 35 万人であ
る。核実験場は日本の四国くらいの広大な面
積の場所で、この中で実験が行われた。第 1
回目は 1949 年 8 月で、大気中核実験が長崎

型の原爆を使って行われた。この実験ではキ
ノコ雲が上空に立ち上がりそれから水平に
数百キロに渡って核の雲が村々を通過した。
その村の一つがドロン村でセミパラチンス
ク旧ソ連核実験場では、最大の被ばくを引き
起こした(図 1，図 2)。その他、大きな被ば
くはサルジャル、カイナル、カラウル、ズナ

メンカ各村などで認められた。これらの村を
調査対象とする。セメイ市には、これまでの
主たるカウンターパートのカザフ放射線医
学環境研究所(以下研究所とする:アプサリ

図 1. 1949 年 8 月、第 1 回目の核実験が行
われ放射能を含む雲が通過した。村々と河川
の衛星写真。ドロン村は右端。(山本,今中ら） 

図 2．ドロン村での風向きに垂直に 10kmに
渡って500m単位で試料採取しPu同位体と、
Cs137を測定した結果。中心にピークが明瞭
に見える。ドロン村で約 400mGy の被ばく
があった。 
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コフ所長)に加え国立セメイ医科大学、国立
シャカリム大学、がんセンターなどを中心と
した。 
 調査は、セメイ市の研究所を基点に地方へ
出かけた。移動方法は車でサルジャル、カラ

ウル、カイナール、ドロン、マカンチ、ズナ
メンカ、パブロダール等へ出向いた。原則日
帰りで、遠方の場合は現地にて宿泊する。 
(2)同様にアスタナ市では、カウンターパー
トとしてアスタナ医科大学(カジンベット教
授)と研究を進めた。調査対象のウラン鉱山
の中心地はステプナゴルスク市でアスタナ
市から約 200km 北にあり車で現地に行った。 
(3)現地までの経路は、国内の空港からソウ
ル，アルマトイ経由でセメイ市またはアスタ
ナ市に入った。 
(4)平成 25年まで広島国際シンポジウムを開
催し、関係の研究者を招待し、これまでの結
果を持ち寄り検討し、毎年今後について議論
した。 
(5)現地で採取できた試料(土壌、歯など)に
ついては、日本に持ち帰り測定した。歯の測
定については同様に持ち帰り測定した(図 3)。 
(6)甲状腺の検診や血液の染色体異常、白血
病の細胞の病理学的検査を行った。 
(7)被ばく者の心的影響、証言等を集め被ば
くの影響を検討した。 
(8)国際共同研究の一環として上記のデータ
のコンピューター入力について、方法の計画、
検討を行い入力を進めている。 
 
４．研究成果 
これまで述べた、研究の方針に従って研究を
進めてきた。以下にその内容を述べる。 
(1)煉瓦、歯、土壌のサンプリングを行った。
それらの測定結果は論文発表や学会発表を
行った。まだ計測中のサンプルもある。これ

らは、研究分担者だけなく、モスクワの 
Medical Radiological Research Centre of 
the Russian Academy of Medical Sciences 
(MRRC: Obnink, Russia)の V. Stepanenko 氏
(研究協力者)によっても計測されたりして
いて、一部測定中である。 
(2)これらのデータをまとめ旧ソ連セミパラ
チンスク核実験場周辺の被曝した村の線量
推定を行った。まだ現在もさらに良い推定の
ため進行中である。これらは、主に Federal 
Medical Biological Agency (FMBA) (Russian 
Federation)の S. Shinkarev 氏(研究協力者) 
のと共同研究によって進められている。2013
年フランスのリヨンでの会議でこれらの線
量データによる解析が議論された。予備的な
セミパラチンスクでのリスクについて議論
された。 
(3)また関連の福島や広島・長崎の同様な研
究についても行い、解析に役立てた。引き続
き学会発表と論文発表の準備を進めている。 
(4)甲状腺の検診を行った。その結果を学会
や著書で発表した。(研究協力者:野宗義博、
武市宣雄)またそのデータベース化と解析に
ついて現在進めている。 
(5)血液を採取させていただき、検査を行っ
た。検査については解析中であるが一部結果
を学会で発表した。 
(6)被曝者の心的影響についてアンケート調
査を行った。その結果を学会で発表し論文を
作成中である。 
(7)平成 25年まで広島国際シンポジウムを開
催し、関係の研究者を招待し、これまでの結
果を持ち寄り検討した。毎年、今後について
議論した。 
(8)研究は現在も継続している。平成 25 年度
からは島根大学(医学部)もセメイ医科大学
と研究協力協定を締結し、共同研究を推進し
ている。本研究代表者も参加している。また
今年度新たな科学研究費を受領したため、研
究の解析や発表だけでなく新たな発展的な
研究についても推進していく。 
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